








































































































































































































































58ページ　図12「準耐力壁」の要件
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60ページ　表18　性能表示の準耐力壁等となる壁の材料の基準倍率

（誤）

せっこうボード（屋内壁） 15以下 0.9
GNF40 又は

GNC40

（正）

せっこうボード（屋内壁） 15以下 0.9
GNF40 又は

GNC40
12

68ページ　図17　耐力壁線の確認（Ｙ方向・１階）
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105ページ

（誤）

（正）

108ページ

（誤） （正）

109ページ
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存在壁量の算定及び存在壁量≧必要壁量の確認

１ X3

X5

X6

152.0

X1 136.5＋182.0＋227.5＝546

109.7＋91.0＝200.7
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182.0

31413716Ｙ
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70

1529
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871
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182.0 164

１ X3

X5

X6

152.0

X1 136.5＋182.0＋227.5＝546

109.7＋91.0＝200.7

121.0＋227.5＝348.5

182.0

31413615Ｙ

X1’ 27.8 70

1365

380

871
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364

70

1529

744

871
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X5

X6

X1

X1’ 14 70 84

512 1529 2041

232 734X3 502

376 744 1120

371 871 1242

3716 52211505

Ｙ １

存在壁量一覧表

X5

X6

X1

X1’ 14 70 84

512 1529 2041

232 633X3 401

376 744 1120

371 871 1242

3615 51201505

Ｙ １

Ｘ方向

Ｙ方向

１

２

１

２

耐震等級２ 耐震等級３
存在壁量（cm）方向 階

2500

1138

3769

1792

耐風等級２

必要壁量（cm）

4508

3390

5460（×）

4078

4508

3390

5460（×）

4078

5427

4346

5221

4867

性能表示の壁量一覧表

Ｘ方向
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耐風等級２

必要壁量（cm）

4508

3390
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4078
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4078
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【注意】斜めの耐力壁の壁量計算

　18ページの存在壁量の算定・手順１では、斜めの耐力壁については、cosθとsinθにより、

Ｘ・Ｙ方向の長さを計算すると説明しました。従来、一般的に行われてきた計算方法ですが、

最近では、cos θとsin θにより、Ｘ・Ｙ方向の耐力壁の長さを算定する方法が推奨されて

います。

　cos θ・sin θで計算した方が、存在壁量が小さく算定され、安全側になることや、（財）

日本住宅・木造技術センター発行の「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）」に

も、この算定方法が採用されていることから、今後、この算定方法が主流になっていくもの

と思われます。

　一部に斜めや円形の壁があり、そこに耐力壁が設けられている住宅を設計する際には注意

が必要です。

2 2

2 2

○cosθ・sinθで算定した場合

18ページ　図７　斜めに設けられた耐力壁の長さの算定

17.8°
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Ｘ方向　91×cos17.8°＝86.6cm
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斜めに設けられた耐力壁

○cos θ・sin θで算定した場合

17.8°
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Ｘ方向　91×cos 17.8°＝82.5cm

Ｙ方向

91×sin 17.8°＝8.5cm

斜めに設けられた耐力壁
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